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・委員会審査

・子ども議会

・町政を問う(一般質問)

・たがいいとこ再発見！！
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ささゆり保育園運動会ささゆり保育園運動会
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27
年
度

決
算
を

審
査

27
年
度

決
算
を

審
査

27
年
度

決
算
を

審
査

決算額　4７億 １７８４万円決算額　4７億 １７８４万円決算額　4７億 １７８４万円
企業企業企業企業企企企企企企企業業業業企企 のののののの 民税民税住民住民人住人住法人法人法人住民税法人住民税住住 税税法人住民税法人住民税税税民民住住人人法法 民 収　　　　　　　収収減収収減収減収減収減収収収減減

   　　　　　　公共事業公共事業

企業の法人住民税が減収　　　　　　　　
   　　　　　　公共事業の減少で交付金が減
企業の法人住民税が減収　　　　　　　　

   　　　　　　公共事業の減少で交付金が減
企業の法人住民税が減収　　　　　　　　

   　　　　　　公共事業の減少で交付金が減

歳
入
歳
入
歳
入

・前年度からの繰越金 ……… ３億  255万円

・他会計からの繰入金 ……… １億3530万円

・諸収入 ……………………… １億1599万円

・分担金・負担金 ………………… 5994万円

・使用料・手数料 ………………… 1953万円

・財産収入 …………………………  555万円

・寄付金 …………………………… 1664万円

借入れ金（地方債の新規発行）

消費税交付金など

４億４４７０万円
・臨時財政対策債 …………… ２億2140万円

・一般事業 ………………………… 8330万円

・保育園整備事業 …………… １億2600万円

・緊急防災事業 …………………… 1400万円

前年度残高

新規借入れ

返　済（元金）

地方債残高

　合　　計

６３億１９９２万円

３億　　３０万円

２億５１５６万円

６３億６８６６万円

一般会計の事業区　　分 特別会計の事業（上下水道）

５０億９６００万円

４億４４７０万円

３億７５３７万円

５１億６５３３万円

町　税

１８億７６６１万円

その他 ６億５５５０万円

・住民税（個人）（法人） 

 　　　　　……… ６億  212万円

・固定資産税 … １２億  410万円

・軽自動車税 ………… 2259万円

・たばこ税 …………… 4628万円

　　  ・鉱産税 ………… 152万円

地方交付税

８億７６９５万円

２億
２４１８万円

市町村の均衡をはかるための交付金

社会福祉費など

国庫支出金

３億　４４７万円

国が使用目的を
特定した交付金

県支出金

３億３５４４万円
県が使用目的を特定した交付金

約2.6億円の減少
（前年度比）

１１５億３３９９万円

地方債
（借入れ）

自自
主主

財財

源源

依依
存存

財財

源源

５３.７％５ ３.７％５ ３.７％４ ６ . ３％４ ６ . ３％４ ６ . ３％

歳入

地方交付税

１８.６％
地方交付税

１８.６％
地方交付税

１８.６％

町税

３９.８％３９.８％
町税

３９.８％
町税

３９.８％国庫支出金

６.５％
国庫支出金

６.５％

その他

 ６.８％

その他

 ６.８％

借入金(町債)

９.４％
借入金(町債)

９.４％

繰入金 ２.９％繰入金 ２.９％

諸収入 ２.５％諸収入 ２.５％

分担金及び負担金 １.３％分担金及び負担金 １.３％

使用料・手数料など ０.４％使用料・手数料など ０.４％

その他

 ４.７％
その他

 ４.７％

ささゆり保育園

増築工事

決算額　４４億 ２０５３万円決算額　４４億 ２０５３万円決算額　４４億 ２０５３万円
支援支援育て支育て支て子育子育子育て支援子育て支援子育て支援育て支援援援てて子育て支子育て支援援支支てて育育子子 生費生民生民生民生費民生費民民生費民生費生生費費民生費民生費費生生民民 加、加増加増加増加増加増加加加、加増増

公共事業公公共事公公公 事業事業公共事業共事業公公公公共事共事公共事業事業公共事業公 前進前進前進前進

子育て支援など民生費が増加、
公共事業の減少、スマートインター計画が前進

子育て支援など民生費が増加、
公共事業の減少、スマートインター計画が前進

子育て支援など民生費が増加、
公共事業の減少、スマートインター計画が前進

歳
出
歳
出
歳
出

教育・生涯学習 (学校教育など)

健康づくり・福祉

８億
７１５７万円

１４億
５５２１万円

６億４９６９万円
・幼稚園 …………………………… 4767万円

・小中学校 …………………… ２億2355万円

・生涯学習 …………………… ２億9794万円

・事務費 …………………………… 8053万円

防災・行政事務

７億９０９６万円

４億
３０６０万円

・総務費 ……………………… ６億5294万円

・消防費 ……………………… １億3802万円

将来への積立て

２億２２５２万円
・中央公民館建設

　　　  …１億5492万円

・まちづくり基金

　　　　　 … 1470万円

・その他 　… 5290万円

（子育て、障害福祉など）

まちづくり

・子育て・保育　　　　

 …… ５億2707万円

・社会福祉　　　　　　

 …… ６億1396万円

・保健衛生　　　　　　

…… ３億1418万円

地方債の返済
（元金・利子）

約2.6億円の減少
（前年度比）

中央公民館建設基金

財政調整基金

国民健康保険調整基金

育英事業基金

７億７１６３万円

８億７６６０万円

積立て額（ ▲ は使った額）名　　称

基 金 総 額

2 7年度末現在高

１億２９３３万円

　　２５３万円

１０万円

５７６２万円

６８４９万円

　　　　　　　３３０万円

基　金
（積立て）

（主なもの）

がん検診バス

尼子急傾斜対策工事

歳出

教育費教育費

１４.７％１４.７％
教育費

１４.７％
教育費

１４.７％

土木費土木費

１１.７％１１.７％
土木費

１１.７％
土木費

１１.７％

民生費

２５.８％
民生費

２５.８％

衛生費

７.１％
衛生費

７.１％

総務費

１４.８％
総務費

１４.８％

借入金返済

（公債費）

９.７％

借入金返済

（公債費）

９.７％

農林水産費

５.７％
農林水産費

５.７％

商工費

０.７％
商工費

０.７％

消防費

 ３.１％
消防費

 ３.１％

議会費 １.７％議会費 １.７％

その他 ５.０％その他 ５.０％ デジタル
教科書

・土木費

　　　 …… ５億1526万円

・農林水産業費

　　　 …… ２億4998万円

・商工費

　　　 ………… 2960万円

・議会費

　　　 ………… 7673万円

県支出金

７.１％
県支出金

７.１％
県支出金

７.１％

＋
－

＋
－

一
般
会
計

特
別
会
計

１億１３９１万円 ２５億６４８２万円

▲
▲

決算委員会決算委員会

2議会広報 たが　２０１６年11月3 議会広報 たが　２０１６年11月



答

答答答

答

答 　
　
歳
入
の
減
額
の
原
因
は
。

　
　
法
人
町
民
税
が
景
気
悪

　
化
で
大
き
く
減
額
。

　
　
地
方
交
付
税
の
減
額
は
、

　
道
路
な
ど
大
き
な
工
事
の

　
完
成
に
よ
り
国
・
県
か
ら

　
の
予
算
が
減
少
し
た
た
め
。

　
　
地
方
消
費
税
交
付
金
の

　
み
増
収
と
な
っ
た
。

　
　
27
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

　
と
人
気
の
返
礼
品
は
。

　
　
７
３
１
人
か
ら
頂
い
て

　
い
る
。
米
の
返
礼
が
多
い
。

　
　
コ
ン
ビ
二
収
納
の
取
り

　
扱
い
実
績
は
。

　
　
一
般
税
務
が
７
０
８
件
、

　
水
道
関
係
が
２
１
２
件
で
、

　
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」

　「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
共
に

　
課
題
が
多
い
。

　
　
今
後
の
対
策
は
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
運
行
時
間
帯
の
検
討
、
愛

　
の
り
タ
ク
シ
ー
は
圏
域
と

　
の
問
題
も
あ
る
。

　
　
し
っ
か
り
と
今
後
議
論

　
し
て
行
き
た
い
。

　
　
介
護
給
付
費
の
内
容
は
。

　
　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

　
全
般
が
対
象
者
で
、
居
宅
、

　
訪
問
、
施
設
介
護
な
ど
で

　
現
在
50
人
。

　
　
彦
根
市
立
病
院
内
の
休

　
日
急
病
診
療
所
「
く
す
の

　
き
セ
ン
タ
ー
」
の
実
績
は
。

　
　
全
体
で
４
２
２
１
人
で

　
本
町
の
患
者
は
１
８
６
人

　
で
あ
る
。

　
　
本
町
の
負
担
は
、
均
等

　
割
20
％
、
人
口
割
80
％
。

　
　
町
内
に
は
、
現
在
２
開

　
業
医
院
し
か
な
い
。

　
　
今
後
在
宅
医
療
が
重
要

　
に
な
る
。

　
　
医
師
の
確
保
は
。

　
　
現
在
彦
根
の
医
師
も
往

　
診
さ
れ
て
い
る
。

　
　
医
師
の
確
保
は
重
要
だ

　
と
考
え
て
い
る
。
　

　
　
交
渉
中
の
方
も
お
ら
れ

　
る
。

　
　
支
援
制
度
な
ど
課
題
も

　
あ
る
が
時
期
が
来
れ
ば
、

　
報
告
す
る
。

　
　
小
中
学
校
の
給
食
費
・

　
運
営
費
・
調
達
先
は
。

　
　
小
学
生
４
０
０
０
円
／
月

　
　
中
学
生
４
５
０
０
円
／
月

　
　
小
学
校
は
、
給
食
費
収

　
入
２
６
０
５
万
円
。
支
出

　
は
、
経
費
を
含
め
６
６
７

　
３
万
円
で
、
１
人
あ
た
り

　
約
14
万
７
０
０
０
円
で
あ

　
る
。

　
　
中
学
校
は
、
給
食
費
収

　
入
１
２
２
２
万
円
、
支
出

　
は
、
４
９
３
８
万
円
で
１

　
人
あ
た
り
約
20
万
４
０
０

　
０
円
で
あ
る
。

　
　
材
料
は
、
出
来
る
だ
け

　
町
内
で
調
達
し
て
い
る
。

　
　
保
育
園
で
の
一
時
預
か

　
り
の
料
金
は
。

　
　
４
時
間
以
内
１
５
０
０

　
円
、
４
時
間
を
超
え
る
時

　
は
３
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
　
あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
の
電

　
気
料
金
が
庁
舎
よ
り
高
い
。

　
　
そ
の
原
因
と
対
策
は
。

　
　
空
調
機
も
古
く
効
率
が

　
悪
い
。
ま
た
、
蛍
光
灯
な

　
ど
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

　
　
空
調
機
の
買
替
で
20
％
、

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
れ
ば
40
％
節

　
約
で
き
る
が
、
費
用
の
点

　
で
課
題
が
あ
る
。

　
　
鳥
獣
害
対
策
費
の
大
幅

　
な
減
額
は
。

　
　
今
年
は
例
年
に
比
べ
て

　
「
シ
カ
」
の
捕
獲
頭
数
が

　
３
５
１
頭
と
少
な
い
た
め
、

　
減
額
と
な
っ
た
。

　
　
環
境
保
全
型
農
業
直
接

　
支
払
交
付
金
は
。

　
　
環
境
保
全
の
メ
ニ
ュ
ー

　
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
単
価

　
が
決
ま
っ
て
い
る
。
　

　
　
本
町
は
５
団
体
１
０
２

　
人
が
対
象
者
で
あ
る
。

　
　
集
落
除
雪
・
融
雪
設
備

　
管
理
の
委
託
先
は
。

　
　
多
賀
、
富
之
尾
、
木
曽
。

　
融
雪
は
、
工
業
団
地
２
カ

　
所
・
絵
馬
通
り
を
「
喜
多

　
嘉
和
」
に
委
託
し
て
い
る
。

　
　
東
京
都
港
区
と
木
材
供

　
給
に
お
い
て
、
協
定
を
結

　
ん
で
い
る
が
、
内
容
は
。

　
　「
大
滝
山
林
組
合
」「
ケ

　
レ
ス
た
な
か
」
で
取
り
組

　
ん
で
い
る
。　

　
　
今
後
も
６
次
産
業
化
に

　
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

５０１

１１２０

２０１６

５８２

９１２３

２６４

８１１

２５０

４６１

２５６５

３４９６

４０４６

２２５６

１２６６

町制６０周年記念事業費

各区自治振興交付金

キラリまちづくり交付金

若者定住支援交付金

消防本部委託金

防犯灯設置費用

広報誌、ＨＰ関係費

有線放送補助金

福祉バス運行費

６町行政システム費用

マイナンバーに係わる費用

コミュニティバス

愛のりタクシー

県会・町長・町議選挙

（万円）おもな決算項目

１億５５２９

２９２

１０１６

１１４４

３３８

８７９

４８０

２５６０

２０００

１１５５

１０００

１１５９

３２２

８１９

保育園増築費

幼稚園改修費

小学校特別支援員費

小学校光熱費

中学校改修費

中学校光熱費

海外研修費

新中央公民館建設費

新公民館建設用地購入費

文化財調査員費

胡宮神社改修補助金

あけぼのパーク光熱費

あけぼのパーク改修費

プール２施設、ほか管理料

（万円）おもな決算項目

１０３２

１８９１

４４２７

９２９

８７９

１１５８

１０８１

８２７３

３８０８

２９７１

７７０

３００

５３０

環境保全型農業補助金

農村まるごと補助

農業集落排水事業繰出金

有害鳥獣駆除委託金

やまのこ事業委託料

除雪委託料

スマートＩＣ可能性調査費

尼子急傾斜対策事業費

芹谷栗栖地域振興繰出金

芹谷ダム関連費用

商工会運営補助金

がんばる商店補助金

観光協会運営補助金

（万円）おもな決算項目

決

算

特

別

委

員

会

 9
　 8

 9
　12

　
当
委
員
会
は
、
９
月
８
日
・
12
日
の
両
日
、
27
年
度
決
算
を
委
員
全
員
と
議
長
。
執
行

者
側
よ
り
、
町
長
、
教
育
長
、
副
町
長
、
会
計
管
理
者
、
教
育
次
長
、
議
会
事
務
局
長
、

及
び
各
担
当
課
長
、
の
出
席
を
求
め
審
査
し
た
。

２０９３

７０４４

１億１２０７

２８５１

７３７

２８６

１億１６６６

２１２

１億２４２６

３３０９

８６０

２３０７

９７８５

３７２０

社会福祉協議会補助金

国民健康保険繰出金

介護保険繰出金

後期高齢者医療繰出金

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時給付金

介護給付費

障がい児放課後児童クラブ

児童手当

各種ガン検診、予防接種費

ふれあいの郷維持費

庁舎屋上太陽光発電費用

塵介処理費

し尿処理費

（万円）おもな決算項目

問問

答答 問問 問問

問

答 問答答 問問

答答 問問答 問

問

くすのきセンターくすのきセンター

休日医療の重要施設休日医療の重要施設

海外での体験を活かそう海外での体験を活かそう

海外研修（ニュージーランド）海外研修（ニュージーランド）

歩道除雪（多賀地先）歩道除雪（多賀地先）歩道除雪（多賀地先）

決 算 委 員 会決 算 委 員 会

4議会広報 たが　２０１６年11月5 議会広報 たが　２０１６年11月



問

◎
一
般
会
計

　
・
歳
入
決
算

　
　
　
47
億
１
７
８
４
万
円

　
・
歳
出
決
算

　
　
　
44
億
２
０
５
３
万
円

◎
特
別
会
計

　
・
国
民
健
康
保
険
な
ど

　
　
　
（
　 

８
ペ
ー
ジ
）

　
・
水
道
事
業
な
ど

　
　
　
（
　 

９
ペ
ー
ジ
）

◎
監
査
委
員
の
報
告

・
収
支
は
２
億
３
４
４
３
万

円
の
黒
字
で
あ
る
。

・
自
主
財
源
は
54
％
と
前
年

度
に
比
べ
増
加
。

・
法
人
税
は
減
少
し
て
い
る

も
の
の
固
定
資
産
の
償
却
資

産
が
増
収
、
行
政
経
費
は
、

減
少
し
経
費
削
減
努
力
の
成

果
と
思
う
。

・
健
全
化
判
断
比
率
は
良
好
。

　
　
　
　
代
表
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
寺
西
　
久
和

◎
28
年
度
の
一
般
会
計

　
　
　
７
１
２
７
万
円
増
額

◎
28
年
度
介
護
保
険
事
業

　
　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
　
　
　
６
１
０
万
円
増
額

◎
28
年
度
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
　
　
　
１
２
５
万
円
増
額

◎
28
年
度
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
５
０
万
円
増
額

◎
幼
稚
園
使
用
料
条
例
改
正

　
　
28
年
4
月
１
日
よ
り

◎
共
済
事
業
（
１
円
保
険
）

・
29
年
度
の
加
入
を
最
後
に
、

　
こ
の
事
業
が
廃
止
に
な
る
。

◎
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

・
２
３
７
３
万
円

・
㈱
奥
山
ポ
ン
プ
商
会

・
水
槽
付
き
消
防
車
購
入

◎
絵
馬
通
り
第
１
工
区

　
　
　
　
　
契
約
変
更

・
3
9
3
万
円
増
額

・
㈱
雅
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
消
雪
設
備
増
設

　
　
山
中
　
健
一
　
氏

　
　
　
　
　
　
（
栗
　
栖
）

　
　
西
澤
　
彰
芳
　
氏

　
　
　
　
　
　
（
木
　
曽
）

・
臨
時
国
会
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

　
を
批
准
し
な
い
こ
と
を
求

　
め
る
意
見
書

・
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に

　
係
る
国
庫
負
担
減
額
調
整

　
措
置
の
廃
止
を
求
め
る
意

　
見
書

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

９
月
定
例
議
会

～

 9
　6

 9
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27
年
度
の
決
算
を

　
審
査
・
認
定
し
ま
し
た

幼
稚
園
使
用
料
条
例
が

　
　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

交
通
災
害
共
済
事
業
が

　
　
　
　
廃
止
さ
れ
ま
す

教
育
長
に

　
　
　
任
命
さ
れ
ま
し
た

契
　
約

教
育
委
員
に

　
　
　
再
任
さ
れ
ま
し
た

意
見
書
を
提
出
し
ま
す

補
正
予
算
を

　
審
査
・
可
決
し
ま
し
た

多賀財産区� 11.8� 9.8� ２.0

大滝財産区�118.9�51.5�67.4

霊仙財産区� 45.1� 5.5�39.6

◎財政健全化の指数◎財産区の決算

実質赤字比率� ――� 15.0
（赤字額がないので算定されません）

実質公債費比率� 4.0� 25.0

将来負担比率� 26.3� 350.0

　 

区　分 歳入 歳出 収支 健全化判断指数 27年度 基準

（万円） （％）

内
閣
府
Ｈ
Ｐ
よ
り

・
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
47

億
１
７
８
４
万
円
、
歳
出
決

算
額
44
億
２
０
５
３
万
円
と

な
り
、
財
政
収
支
の
均
衡
、

歳
出
削
減
努
力
に
よ
り
、
基

金
積
み
立
て
も
行
い
健
全
財

政
を
堅
持
で
き
た
。

・
大
滝
地
域
の
防
災
拠
点
と

な
る
川
相
消
防
セ
ン
タ
ー
の

工
事
に
着
手
。

・
中
央
公
民
館
建
設
事
業
は
、

今
年
度
は
実
施
設
計
を
行
う
。

固
定
席
１
０
０
、
移
動
席
２

０
０
で
計
画
。

・
多
賀
S
A
ス
マ
ー
ト
I
C

整
備
計
画
は
、
今
年
度
、
実

施
計
画
書
を
策
定
し
、
期
成

同
盟
会
を
立
ち
上
げ
、
地
区

協
議
会
も
設
置
し
、
国
・
県
・

関
係
機
関
等
と
調
整
・
協
議

を
図
り
、
積
極
的
に
進
め
る
。

・
65
歳
以
上
を
対
象
の
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
が
始
ま
っ
た
。

 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
高
齢
者
へ

の
支
援
を
始
め
た
。

・
森
林
資
源
に
よ
る
地
域
活

性
化
事
業
は
、
事
業
費
５
０

０
０
万
円
で
３
年
間
実
施
。

・
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

は
、
彦
根
・
多
賀
の
広
域
連

携
事
業
と
し
て
、
多
賀
大
社
、

胡
宮
神
社
、
大
滝
神
社
等
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

・
絵
馬
通
り
改
良
工
事
は
、

第
１
工
区
が
８
月
末
に
完
了
、

第
２
工
区
は
、
年
内
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。
県
道
多
賀

醒
ヶ
井
線
は
、
河
内
下
村
、

中
村
、
宮
前
、
栗
栖
地
先
の

道
路
拡
幅
工
事
が
年
内
完
成
。
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町
長
の

行
政
報
告

町
長
の

行
政
報
告

　
　

　
　
職
員
用
に
30
台
購
入
す

　
る
。
２
人
に
１
台
の
配
備

　
に
な
る
。

　
　
業
務
情
報
な
ど
の
漏
え

　
い
に
は
十
分
に
注
意
す
る
。

　
　

　
　
現
在
５
人
を
対
象
に
弁

　
当
を
配
達
し
て
い
る
。

　
　
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

　
か
、
身
体
に
障
が
い
が
あ

　
る
こ
と
で
調
理
が
困
難
で

　
あ
る
人
な
ど
を
総
合
的
に

　
判
断
し
、
対
象
に
し
て
い

　
る
。

　
　

　
　
踏
切
付
近
の
交
差
点
の

　
右
折
だ
ま
り
を
設
け
る
た

　
め
の
用
地
を
購
入
す
る
。

予

算

特

別

委

員

会

お も な 内 訳問答

答答答

（万円） 28
年
度
補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た

　
　
認
定
こ
ど
も
園
シ
ン

　
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は

　
　
大
阪
教
育
大
学
の
小

　
崎
恭
弘
准
教
授
を
招
き
、

　
認
定
こ
ど
も
園
の
イ
メ

　
ー
ジ
を
抱
い
て
も
ら
う

　
内
容
に
し
た
い
。

　
　
地
域
で
の
説
明
会
、

　
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実

　
施
し
て
意
見
を
聞
い
て

　
お
り
、
今
後
に
活
か
し

　
た
い
。

問答　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
は

　
　
地
方
創
生
の
事
業
で
、

　
彦
根
市
と
共
同
で
開
催

　
す
る
。

　
　
多
賀
大
社
、
胡
宮
神

　
社
、
大
滝
神
社
、
楢
崎
の

　
高
源
寺
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

　
プ
す
る
。

　
　
期
間
内
に
は
和
楽
器

　
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
、

　
観
光
、
地
域
の
活
性
化

　
に
つ
な
げ
た
い
。

認定こども園シンポジウム
タブレット端末購入費
消防デジタル無線機購入費
川相消防センター安全対策費
大滝神社ライトアップ事業
町道改良工事（月之木グリーンヒル）
住宅団地開発関連工事
高齢者配食サービス委託料
中学校教室補修工事
小学校通学バス修繕費
小学校プール設備工事費
幼稚園老朽度調査費
ふれあいの郷修繕費
あけぼのパーク空調工事費

１３
９０５
２９４
６８０
２００
３８６
３７
１３６
１０８
２６９
３９２
１３５
６０
７５６

問

　
　
川
相
派
出
所
の
移
転
場

　
所
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

　
よ
う
壁
を
設
置
し
、
斜
面

　
の
土
砂
が
流
れ
込
ま
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

　
　
工
法
は
重
力
式
よ
う
壁

　
を
採
用
し
た
。

　
　

　
　
多
賀
町
消
防
団
の
幹
部

　
団
員
用
に
、
13
台
購
入
す

　
る
。
ア
ナ
ロ
グ
機
の
廃
止

　
に
と
も
な
い
、
デ
ジ
タ
ル

　
受
信
機
を
購
入
す
る
。

　
　
消
防
本
部
か
ら
の
指
示

　
な
ど
を
聞
く
も
の
で
あ
る
。

答 答

よう壁の工事よう壁の工事

7 号踏切付近
（多賀・土田地先）
7 号踏切付近

（多賀・土田地先）

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
購
入
は

配
食
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
現
状
は

問

住
宅
団
地
開
発

関
連
工
事
の
内
容
は

問

消
防
デ
ジ
タ
ル

　
　
　
無
線
機
と
は

問

川
相
消
防
セ
ン
タ
ー

　
　
の
安
全
対
策
は

27
年
度
の
決
算
の
概
要

27
年
度
の
決
算
の
概
要

福
祉
保
健
課
所
管

福
祉
保
健
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

産
業
環
境
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

地
域
整
備
課
所
管

総
務
課
所
管

総
務
課
所
管

企
画
課
所
管

企
画
課
所
管
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９ 月 定 例 議 会補 正 予 算 ・ 行 政 報 告

6議会広報 たが　２０１６年11月7 議会広報 たが　２０１６年11月



8議会広報 たが　２０１６年11月9 議会広報 たが　２０１６年11月

委 員 会 審 査委 員 会 審 査

◎
介
護
保
険
事
業

　
　
要
介
護
の
認
定
率
は
。

　
　
15
・
９
％
で
あ
る
。

　
　
介
護
度
別
の
人
数
は
。

　
　
要
支
援
１
　
　
14
人

　
　
要
支
援
２
　
　
25
人

　
　
要
介
護
１
　
　
125
人

　
　
要
介
護
２
　
　
65
人

　
　
要
介
護
３
　
　
67
人

　
　
要
介
護
４
　
　
71
人

　
　
要
介
護
５
　
　
27
人

◎
育
英
事
業

　
　
奨
学
生
の
人
数
は
。

　
　
高
校
生
が
７
人
、
専
門

　
学
校
生
が
１
人
、
大
学
生

　
が
11
人
で
あ
る
。

　
　
支
給
額
は
。

　
　
月
額
で
高
校
生
が
７
千

　
円
。
ほ
か
１
４
０
０
０
円
。

　
　
基
金
の
残
高
は
。

　
　
５
７
６
２
万
円
で
あ
る
。

　
補
正
予
算

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　

　
１
２
５
万
円
追
加
、
水
道

　
漏
水
に
よ
る
加
算
分
の
返

　
金
。

◎
水
道
事
業
会
計

　
50
万
円
追
加
、
水
道
漏
水

　
に
よ
る
加
算
分
の
返
金
。

　
　
大
口
事
業
者
の
宅
内
漏

　
水
と
一
般
住
宅
20
件
分
。

　
　
下
水
道
は
、
全
額
を
還

　
付
。
上
水
道
は
、
半
額
を

　
還
付
。

　
　
新
水
源
は
、
ど
の
程
度

　
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
昨
年
度
の
繰
越
事
業
で

　
行
っ
て
い
る
。
掘
削
深
は
、

　
１
０
０
m
を
予
定
し
て
い

　
る
、
現
在
68
m
ま
で
進

　
ん
で
い
る
。

　
決
算
の
認
定
　
　
　
　
　

　
　

◎
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
水
洗
化
率
は
。
ま
た
、

　
向
上
さ
せ
る
に
は
。

　
　
水
洗
化
率
は
90
・
2
％
。

　
　
今
後
も
区
長
会
等
で
お

　
願
い
す
る
。

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　
　
当
事
業
の
利
用
状
況
は
。

　
　
萱
原
　
　
　
66
・
67
％

　
　
佐
目
　
　
　
52
・
97
％

　
　
南
後
谷
　
　
91
・
86
％

　
　
霜
ケ
原
　
　
71
・
93
％

　
　
使
用
料
が
５
５
３
万
円
、

　
経
費
が
４
９
５
５
万
円
で

　
あ
る
、
今
後
の
取
組
は
。

　
　
使
用
料
収
入
の
伸
び
に

　
も
限
界
が
あ
る
。

　
　
将
来
的
に
も
運
営
方
法

　
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

◎
芹
谷
栗
栖
振
興
事
業
会
計

　
　
河
内
方
面
の
道
路
改
良

　
工
事
は
。

　
　
現
在
、
下
村
地
先
が
工

　
事
中
で
あ
る
。
山
女
原
ま

　
で
の
拡
幅
は
県
に
要
望
し

　
て
い
る
。

　
　
栗
栖
の
町
道
工
事
が
遅

　
れ
て
い
る
原
因
は
。

　
　
地
元
と
の
調
整
で
遅
れ

　
て
い
る
。

◎
水
道
事
業
会
計

　
　
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

　
処
分
比
率
は
。

　
　
5
％
以
内
で
あ
っ
た
が
、

　
改
正
で
積
み
立
て
の
制
限

　
は
無
く
な
っ
た
。
今
年
度

　
も
従
来
通
り
５
％
。

　
　
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、

　
消
費
税
の
値
上
げ
の
時
期

　
と
合
わ
せ
る
の
か
。

　
　
国
は
、
消
費
税
の
値
上

　
げ
を
延
期
し
た
が
、
予
定

　
通
り
値
上
げ
を
お
願
い
し

　
た
い
。

（単位：万円）

萱原農業集落排水処理施設萱原農業集落排水処理施設

総

務

常

任

委

員

会
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◎
国
民
健
康
保
険

　
　
国
保
加
入
者
の
人
数
は
。

　
　
加
入
者
は
、
１
９
１
6

　
人
で
あ
る
。

　
　
決
算
の
状
況
は
。

　
　
基
金
の
取
崩
し
や
、
一

　
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を

　
行
う
な
ど
厳
し
い
状
況
に

　
あ
る
。

　
　
基
金
残
高
は
。

　
　
約
10
万
円
で
あ
る
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
　
加
入
者
の
人
数
は
。

　
　
町
内
の
75
歳
以
上
の
方

　
で
、
１
３
０
３
人
。

　
　
保
険
料
の
月
額
は
。

　
　
全
国
平
均
５
６
５
９
円

　
　
検
診
の
内
容
は
。

　
　
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
が
あ
り
、
血
液
検
査
、
尿

　
検
査
、
血
圧
測
定
、
医
師

　
の
診
察
が
あ
る
。

４
事
業
の
決
算
と
、
条
例
の
改
正
１
件
を
審
査
し
た

　
委
員
全
員
と
議
長
及
び
執
行
者
側
よ
り
町
長
、
副
町
長
、

会
計
管
理
者
、
地
域
整
備
課
長
の
出
席
を
求
め
委
員
会
を

開
催
。
補
正
予
算
２
件
・
決
算
認
定
４
件
を
審
査
し
た

問答

問答問答問答問答問答

問答問答問答問答問答問答

産
業
建
設
常
任
委
員
会

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

安全・安心の

　まちづくり

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を

住民の

　健康増進を
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国民健康保険� 10億0160� ９億9999� 161� 医療費、特定検診

介護保険事業� 7億5007� ７億3563� 1444� 介護給付、介護予防

後期高齢者医療事業� 9264� 9058� 206� 広域連合への負担金

育英事業� 351� 343� ８� 奨学資金の給付

◎事業の決算

　
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
甲
良

　  

（
小
規
模
多
機
能
型
施
設
）
　

　
　
ど
ん
な
施
設
。

　
　
甲
良
町
小
川
原
区
の
民

　
家
を
借
り
て
運
営
。

　
　
「
通

い
」
「
訪

問
」「
泊

　
ま
り
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

　
け
ら
れ
る
。
地
域
密
着
型

　
の
施
設
で
あ
る
。

　
　
利
用
者
数
は
。
　

　
　
登
録
制
で
、
現
在
は
18

　
人
が
登
録
さ
れ
利
用
し
て

　
い
る
。
多
賀
町
の
方
も
利

　
用
さ
れ
て
い
る
。

　
犬
上

　
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

　  

　
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
者
数
は
。

　
　
定
員
35
人
、
１
日
平
均

　
30
人
の
方
が
利
用
。
　
　

　
　
利
用
者
の
介
護
度
は
。

　
　
平
均
2.5
で
あ
る
。

　
年
々
重
度
化
し
て
い
る
。

　
多
賀
清
流
の
里

　  

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）
　

　
　
稼
働
率
は
。

　
　
86
％
で
あ
る
。

　
　
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
は
。

　
　
本
人
の
希
望
を
聞
き
、

　
自
主
性
を
重
視
し
て
い
る
。

　
　
入
浴
も
自
立
を
促
し
て

　
い
る
。

問答問答

問答問答問答 問答

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査

閉
会
中
の
調
査
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主
な
質
疑

 

　
第
１
工
区
の
遅
れ
て
い

　
る
原
因
は
。

 

　
土
産
物
店
な
ど
店
頭
工

　
事
が
主
で
、
半
分
づ
つ
の

　
施
工
で
大
型
重
機
の
使
用

　
も
で
き
ず
遅
れ
た
。

 

　
道
路
と
店
舗
の
段
差
の

　
問
題
は
。

 

　
説
明
会
で
十
分
説
明
し

　
て
き
た
が
、
道
路
完
成
ま

　
で
解
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

　
　
　
第
２
工
区
の
施
工
に

当
た
っ
て
は
、
十
分
住
民
の

皆
様
に
説
明
を
し
、
苦
情
の

無
い
よ
う
、
ま
た
、
１
日
も

早
い
完
成
を
要
望
し
た
。

介
護
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
調
査
し
ま
し
た

多賀清流の里多賀清流の里

入浴にも自立を入浴にも自立を

問答

問答問答問答問答

問答問答

区　　分 歳　入 歳　出 収　支 事 業 内 容

（単位：万円）

区　　分 歳　入 歳　出 事 業 内 容

芹谷栗栖地域振興事業

下水道事業

農業集落排水事業

工業団地公共緑地維持管理

水道事業（収益的事業）

水道事業（資本的事業）

３億４０１１

５億００９４

５３３６

６５０

３億４５９８

３億７０１９

３億４００９

４億４４３２

４９５５

６００

３億１７１2

４億９５４9

集落道、地域おこし

維持管理、清掃委託

２カ所浄化施設管理

琵琶湖東部工業団地草刈

水道使用料

施設改良

　
委
員
会
を
開
催
し
、
委

員
全
員
と
執
行
部
か
ら
副

町
長
、
地
域
整
備
課
長
の

出
席
を
受
け
、「
絵
馬
通
り
」

の
改
良
工
事
の
説
明
を
受

け
現
地
視
察
を
し
た

問答問答

ファミリーステーション甲良ファミリーステーション甲良

閉
会
中
の

調
査

閉
会
中
の

調
査

閉
会
中
の

調
査

閉
会
中
の

調
査

要
望



子ども議会子ども議会子ども議会子ども議会
◎地域医療について

◎大滝小の児童数の減少問題は

◎安全な通学路と通学路の整備は

◎若者が住みやすくなる工夫を

◎滝の宮公園のプール利用期間延長を

◎空き家の現状と対策は

◎観光客を増やす取り組みは

◎富之尾地域をよりよくする施設を

◎町産木材の活用と販売は

◎動物被害の対策は

◎お年寄りの交通手段は

◎夜間の灯りと外灯対策は

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

１1

１1

１1

１1

１1

１1

１2

１2

１2

１2

１2

１2

■ 早川　楓

■ 藤澤侑哉

■ 村田　葵

■ 小川冬華

■ 富永夢香

■ 土田真央

■ 宮川真楓

■ 森田望鈴

■ 吉岡新一郎

■ 小山羽蘭

■ 小林隼汰

■ 山口大希

■ 早川　楓

■ 藤澤侑哉

■ 村田　葵

■ 小川冬華

■ 富永夢香

■ 土田真央

■ 宮川真楓

■ 森田望鈴

■ 吉岡新一郎

■ 小山羽蘭

■ 小林隼汰

■ 山口大希

■ 早川　楓

■ 藤澤侑哉

■ 村田　葵

■ 小川冬華

■ 富永夢香

■ 土田真央

■ 宮川真楓

■ 森田望鈴

■ 吉岡新一郎

■ 小山羽蘭

■ 小林隼汰

■ 山口大希

12
人
の
子
ど
も
議
員
が

12
人
の
子
ど
も
議
員
が

12
人
の
子
ど
も
議
員
が

12
人
の
子
ど
も
議
員
が

質 問 事 項 ページ

子 ど も 議 会

 

子 ど も 議 会

10議会広報 たが　２０１６年11月11 議会広報 たが　２０１６年11月

大
滝
小
の
児
童
数

　
の
減
少
問
題
は

質問
地
域
医
療
に

　
　
　
　
つ
い
て

質問

若
者
が
住
み
や
す
く

　
　
　
な
る
工
夫
を

質問
安
全
な
通
学
路
と

通
学
路
の
整
備
は

質問

空
き
家
の
現
状
と

　
　
　
　
対
策
は

質問
滝
の
宮
公
園
プ
ー
ル
の

　
　
利
用
期
間
延
長
を

質問

　
　
彦
根
市
に
あ
る
大
き
な

病
院
に
行
く
の
は
、
お
年
寄

り
に
は
大
変
だ
し
、
バ
ス
や

電
車
で
行
く
の
も
不
便
だ
。 

多
賀
町
に
は
大
き
な
病
院
を

作
る
予
定
は
な
い
か
。

　
　
大
滝
小
学
校
の
児
童
数

が
年
々
減
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
小
学
校
は
な
く
な
る
。
大

滝
に
し
か
な
い
魅
力
が
あ
れ

ば
若
い
人
が
住
み
活
気
が
戻

る
。
町
は
何
か
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長

　
　
多
賀
町
を
取
り
巻
く
医

療
環
境
は
、
彦
根
市
、
愛
荘

町
、
豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多

賀
町
の
１
市
４
町
で
湖
東
医

療
圏
と
し
、
広
域
連
携
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
病
院
の
設
置
は
県
の
策
定

す
る
保
健
医
療
計
画
で
人
口

に
応
じ
た
基
準
の
べ
ッ
ド
数

を
上
回
り
現
在
ベ
ッ
ド
数
を

増
や
す
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
身
近
で
診
療

し
て
頂
け
る
医
療
体
制
を
確

保
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

教
育
長

　
　
滋
賀
県
立
大
学
と
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を

結
び
、
大
滝
の
特
徴
を
生
か

し
自
律
的
で
持
続
的
な
地
域

に
す
る
た
め
、「
大
滝
里
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
幼
児
教
育
の
進
め
方
や
特

色
の
あ
る
教
育
、
空
き
家
対

策
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
、

有
効
利
用
、
高
校
生
の
通
学

対
策
な
ど
人
口
増
加
と
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
藤
瀬
か
ら
多
賀
中
学
校

へ
の
自
転
車
に
よ
る
通
学
路

で
安
全
な
ル
ー
ト
は
ど
こ
か
。

　
ま
た
歩
道
や
道
路
の
整
備

を
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
中
学
生
ま
で
医
療
費
無

料
化
を
さ
れ
て
い
る
が
、
過

疎
化
は
進
ん
で
い
る
。

　
高
校
生
の
通
学
費
援
助
、

家
族
や
友
達
で
使
え
る
施
設

を
作
る
な
ど
、
若
者
を
呼
ぶ

工
夫
は
さ
れ
て
い
る
か
。

地
域
整
備
課
長

　
　
藤
瀬
か
ら
は
富
之
尾
大

橋
交
差
点
を
右
折
し
、
町
道

小
森
池
線
、
工
業
団
地
ル
ー

ト
が
安
全
だ
が
、
通
学
路
と

し
て
は
、
従
来
の
敏
満
寺
守

野
を
通
る
ル
ー
ト
が
良
い
。

　
26
年
度
か
ら
多
賀
町
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
し
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
安
全
性
を
高
め
る
歩
道
や

道
路
の
整
備
を
国
・
県
と
協

力
し
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

町
長

　
　
本
町
で
は
子
育
て
世
代

へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

に
加
え
、
住
宅
の
新
築
や
増

改
築
の
補
助
、
紙
お
む
つ
や

通
学
か
ば
ん
の
補
助
、
部
活

や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支
援
な
ど

幅
広
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
住
宅
団
地
の
促
進
や

木
造
の
中
央
公
民
館
建
設
な

ど
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
２
年
前
の
質
問
の
際
、

水
温
の
問
題
で
期
間
延
長
は

無
理
と
お
答
え
頂
い
た
が
、

せ
め
て
夏
休
み
い
っ
ぱ
い
ま

で
期
間
延
長
は
可
能
か
。

　
　
多
賀
町
の
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
と
空
き
家
の
利
活

用
の
現
状
。

　
ま
た
崩
落
の
危
険
が
あ
る

空
き
家
の
対
策
は
。

生
涯
学
習
課
長

　
　
水
泳
指
導
教
本
に
、
プ

ー
ル
の
水
温
と
気
温
が
合
わ

せ
て
50
℃
以
上
、
ま
た
水
温

は
22
℃
以
上
に
保
て
る
期
間

を
一
般
開
放
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
温
暖
化
に
よ
る
も

の
か
、
お
盆
を
過
ぎ
て
も
猛

暑
日
が
多
い
の
で
今
年
に
限

り
、
試
行
的
に
延
長
し
、
利

用
人
数
や
費
用
対
効
果
な
ど

検
討
し
ま
す
。

企
画
課
長

　
　
本
町
の
空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
数
は
６
件
で
、
う
ち

２
件
の
売
買
が
成
立
し
た
。

　
27
年
か
ら
の
調
査
で
現
在

10
集
落
の
調
査
が
終
わ
り
空

き
家
は
１
１
０
件
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
バ
ン
ク
登
録
推
進

を
図
り
有
効
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
崩
落
危
険
の

あ
る
空
き
家
は
所
有
者
に
安

全
措
置
を
お
願
い
し
、
無
理

な
ら
町
が
解
体
し
費
用
を
負

担
し
て
頂
く
。

答

答

答

答

答 答

問

問

問

問

問 問

大滝小６年

藤澤　侑哉
多賀小６年

早川　　楓

多賀中１年

富永　夢香
多賀中３年

土田　真央

多賀中１年

村田　　葵
多賀中２年

小川　冬華

むらた あおい

はやかわ かえで

ふじさわ ゆうや

おがわ ふゆか

とみなが ゆめか

つちだ まお

みやがわ まなか

もりた みれい

こやま うらん

こばやし しゅんた

やまぐち だいき

よしおか しんいちろう
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9月定例議会9月定例議会9月定例議会9月定例議会
◎高取山ふれあい公園への道路整備を

◎絵馬通り第１工区改良工事は

◎歴史文化基本策定事業の内容は

○行政サービスの在り方は

◎川相未来創造会議は

◎大滝幼稚園の統廃合は

◎犬上ダム老朽化問題は

◎「障害者差別解消法」は

○「ふれあいの郷」の風呂の利活用は

◎子どもの貧困問題は

◎相続登記の奨励は

◎地震対策は

◎太田川の土砂撤去を

◎国民健康保険会計は

◎駅前の再開発計画は

◎地域防災組織は

◎融雪剤の材質変更を

◎冬期の除雪計画は

◎住民ボランティアを支える体制を

◎野鳥の森 県有地湿地帯整備は

◎中央公民館の周辺整備は

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

１4■ 富永　勉■ 富永　勉■ 富永　勉

１9■ 北川久二■ 北川久二

１8■ 川岸真喜■ 川岸真喜

１8■ 木下茂樹■ 木下茂樹

１7■ 竹内　薫■ 竹内　薫

１7■ 川添武史■ 川添武史

１6■ 松居　亘■ 松居　亘

１6■ 菅森照雄■ 菅森照雄

１5■ 山口久男■ 山口久男

１5■ 森　令三■ 森　令三

１4■ 尾谷忠之■ 尾谷忠之

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問

人
が
一
般
質
問
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（※○印は、掲載しておりません。）

 一般質問って?一般質問って?

議
員
の
日
常
活
動
と

調
査
・
研
究
・
住
民

の
声
や
自
身
の
考
え

方
を
も
と
に
、
町
長

や
教
育
長
な
ど
の
方

針
を
問
う
も
の
で
す
。

子 ど も 議 会
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富
之
尾
地
区
を
よ
り

　
よ
く
す
る
施
設
を

質問
観
光
客
を
増
や
す

　
　
取
り
組
み
は

質問

動
物
被
害
の

　
　
　 

対
策
は

質問
町
産
木
材
の

  

活
用
と
販
売
は

質問

夜
間
の
灯
り
と

      

外
灯
対
策
は

質問
お
年
寄
り
の

      

交
通
手
段
は

質問

　
　
①
電
車
や
バ
ス
の
本
数

を
増
や
し
た
り
宿
泊
施
設
を

作
る
計
画
は
。

②
糸
切
り
餅
以
外
の
お
土
産

が
あ
れ
ば
良
い
し
、
営
業
時

間
を
も
う
少
し
延
長
し
た
り

工
夫
で
き
な
い
か
。

　
　
総
合
学
習
で
、
富
之
尾
地

区
の
特
徴
を
調
べ
た
。
自
然
豊

か
で
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
が

深
い
。
み
ん
な
が
集
え
る
公
園

が
あ
れ
ば
も
っ
と
よ
く
な
る
。

　
町
は
何
か
地
域
を
良
く
す
る

施
設
を
考
え
て
い
る
か
。

副
町
長

　
　
①
現
在
、
公
共
交
通
の

利
用
は
少
な
く
、
通
過
型
観

光
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
絵

馬
通
り
の
整
備
を
進
め
商
店

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、
宿

泊
施
設
も
含
め
た
滞
在
型
観

光
地
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

②
多
賀
そ
ば
や
多
賀
ニ
ン
ジ

ン
、
シ
カ
肉
な
ど
商
品
開
発

に
取
り
組
み
、
河
内
の
風
穴

整
備
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場

見
学
な
ど
観
光
客
を
増
や
す

努
力
を
今
後
も
進
め
ま
す
。

企
画
課
長

　
　
富
之
尾
地
区
に
は
、
滝

の
宮
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
有

効
に
活
用
し
て
頂
き
、
町
の

補
助
金
を
使
い
、
よ
り
素
晴

ら
し
い
取
り
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
町
は
31
年
春
に
楽
し
く
気

軽
に
利
用
で
き
、
ま
ち
づ
く

り
、
人
づ
く
り
の
拠
点
施
設

と
し
て
中
央
公
民
館
を
建
設

し
ま
す
。

　
　
多
賀
町
が
誇
る
森
林
資

源
を
有
効
活
用
し
、
町
の
大

き
な
産
業
と
な
れ
ば
い
い
。

　
町
産
木
材
の
家
、
テ
ー
ブ

ル
、
ベ
ン
チ
、
家
具
は
ど
こ

で
販
売
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
販
売
促
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　
一
ノ
瀬
で
は
、
ク
マ
や

サ
ル
な
ど
の
動
物
の
話
を
よ

く
聞
き
く
。
サ
ル
に
出
会
っ

て
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
も

あ
る
。

　
多
賀
町
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
か
。

産
業
環
境
課
長

　
　
本
町
で
は
検
討
グ
ル
ー

プ
を
立
上
げ
、
い
ろ
ん
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
学

校
の
机
や
お
食
い
初
め
セ
ッ

ト
、
大
滝
小
体
育
館
や
多
賀

中
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、
高
取

山
宿
泊
施
設
に
利
用
。

　
家
具
や
ベ
ン
チ
な
ど
は
受

注
生
産
で
対
応
し
、
町
産
木

材
使
用
の
住
宅
に
は
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
幅
広
く
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

産
業
環
境
課
長

　
　
野
生
動
物
に
よ
る
木
や

野
菜
へ
の
被
害
が
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
町
は
、

電
気
柵
の
設
置
の
補
助
や
追

い
払
い
の
爆
竹
、
花
火
も
配

布
し
て
い
る
。
一
ノ
瀬
で
は

竹
藪
や
立
木
の
伐
採
も
行
い
、

集
落
と
協
力
し
て
野
生
動
物

が
近
づ
か
な
い
対
策
も
し
ま

し
た
。

　
ま
た
駆
除
や
捕
獲
も
行
い
、

野
生
動
物
の
保
護
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
　
過
疎
化
が
進
み
、
お
年

寄
り
が
増
加
し
て
き
て
い
る

が
、
買
い
出
し
等
お
困
り
の

お
年
寄
り
に
対
す
る
便
利
な

交
通
手
段
の
対
応
は
あ
る
か
。

　
　
夜
、
自
転
車
で
走
っ
て

い
て
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と

が
あ
る
。
例
え
ば
、
尼
子
や

守
野
か
ら
金
屋
橋
ま
で
の
川

沿
い
の
道
路
な
ど
。

　
多
賀
町
の
安
全
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
課
長

　
　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
み
、
身
近
な
商
店
も
減
り
、

公
共
交
通
の
利
用
者
も
減
少

し
、
維
持
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
路
線
バ
ス
と
予

約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
愛
の
り
タ
ク
シ
ー

の
利
便
性
を
高
め
、
病
院
や

ス
ー
パ
ー
へ
の
利
用
、
ま
た

彦
愛
犬
地
域
に
対
応
す
る
形

で
充
実
を
図
り
ま
す
。

総
務
課
長

　
　
防
犯
灯
は
集
落
内
の
危

な
い
個
所
や
必
要
な
個
所
は

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
集
落
か
ら
集
落
と
の
間
に

つ
い
て
は
、
町
や
商
工
会
が

通
学
路
や
歩
道
の
あ
る
所
を

重
点
的
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
守
野
か
ら
富
之
尾
ま
で
の

道
路
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
増
設
が
必
要
か
現
場
確

認
を
し
、
優
先
順
位
の
中
で

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

答

答

答

答

答 答

問

問

問

問

問 問

大滝小６年

森田　望鈴
多賀小５年

宮川　真楓

多賀中２年

小林　隼汰
多賀中３年

山口　大希

多賀小６年

吉岡 新一郎
大滝小５年

小山　羽蘭
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町 政 を 問 う町 政 を 問 う

　
　
近
年
賑
わ
い
の
あ
る
高

取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
の
ア
ク

セ
ス
道
路
は
危
険
な
箇
所
が

い
く
つ
か
あ
り
、
道
路
の
拡

幅
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
必
要

と
思
う
が
。

町
長

　
　
町
道
高
取
線
は
林
道
規

格
に
な
っ
て
お
り
、
観
光
道

路
に
は
不
十
分
で
あ
る
が
、

大
規
模
な
道
路
改
良
整
備
予

定
は
な
い
。

　
し
か
し
、
大
型
バ
ス
の
運

行
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
滝

橋
の
長
寿
命
化
も
含
め
、
舗

装
修
繕
や
待
避
所
、
道
路
拡

幅
な
ど
重
要
度
の
高
い
箇
所

か
ら
予
算
の
範
囲
内
で
徐
々

に
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　
絵
馬
通
り
第
１
工
区
改

良
工
事
の
検
証
に
つ
い
て
。

①
工
期
が
大
幅
に
遅
れ
た
原

因
は
何
か
。

②
契
約
に
お
け
る
遅
延
金
支

払
い
義
務
の
有
無
、
結
果
は
。

③
工
事
期
間
内
に
お
け
る
ト

ラ
ブ
ル
は
。

④
地
域
住
民
に
対
す
る
説
明

は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

⑤
今
後
の
改
善
点
は
。

地
域
整
備
課
長

　
　
①
観
光
客
の
歩
行
者
や

通
行
車
両
が
多
く
、
各
個
店

へ
配
慮
し
た
施
工
法
を
実
施

し
た
た
め
。

②
請
負
人
の
責
任
と
は
言
い

難
く
、
請
求
し
な
い
。

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断

と
数
件
の
ク
レ
ー
ム
あ
り
。

④
説
明
会
を
実
施
し
、
１
軒

ず
つ
説
明
に
も
行
っ
た
。

⑤
工
程
管
理
の
徹
底
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
次
の
工
区
に
活
か
す
。

　
　
①
事
業
内
容
と
委
員
会

内
容
。

②
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

③
Ｓ
Ｌ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
が
町
の
Ｓ

Ｌ
の
譲
渡
先
を
探
す
と
い
っ

た
方
針
と
違
う
の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長

　
　
①
こ
の
事
業
は
、
地
域

に
存
在
す
る
文
化
財
を
幅
広

く
把
握
、
調
査
し
総
合
的
に

保
存
活
用
す
る
文
化
庁
認
定

の
取
り
組
み
で
あ
る
。
委
員

構
成
は
歴
史
、
地
質
、
自
然

分
野
の
有
識
者
や
地
域
代
表

と
文
化
庁
、
県
・
ネ
ク
ス
コ

中
日
本
、
行
政
で
組
織
し
、

過
去
２
回
会
議
を
開
催
し
た
。

②
計
画
書
策
定
の
た
め
の
資

料
収
集
、
聞
き
取
り
調
査
、

祭
礼
調
査
、
古
文
書
調
査
な

ど
並
行
実
施
し
て
い
る
。
29

年
に
策
定
計
画
書
を
完
了
し
、

30
年
よ
り
事
業
を
実
施
し
て

い
く
計
画
。

③
今
回
、
基
本
構
想
の
中
で

調
査
対
象
と
し
た
も
の
で
、

近
代
化
文
化
遺
産
等
の
文
化

財
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な

く
、
町
の
方
針
を
曲
げ
る
こ

と
な
く
、
Ｓ
Ｌ
の
有
効
活
用

を
広
く
意
見
を
求
め
る
た
め

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。

企
画
課
長

　
　
何
ら
町
の
方
針
の
変
更

は
な
く
、
現
在
も
譲
渡
先
を

探
し
て
有
効
活
用
し
て
頂
き

た
い
と
い
う
の
が
基
本
方
針

で
あ
る
。

　
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。

・
中
学
生
に
よ
る
司
会
進
行

・
町
内
園
児
に
よ
る
合
唱

・
増
田
寛
也
氏
の
講
演

な
ど
、
多
賀
町
ら
し
い
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
、
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら
人
口
減
少

へ
の
歯
止
め
と
し
て
、
川
相

未
来
創
造
会
議
を
立
ち
上
げ
、

５
カ
月
が
経
過
し
た
。

①
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で

の
取
り
組
み
は
。

②
情
報
発
信
後
、
こ
れ
ら
の

活
動
及
び
、
展
開
は
。

③
女
性
の
会
議
メ
ン
バ
ー
へ

の
参
加
は
。

地
域
整
備
課
長

　
　
①
川
相
地
区
の
20
代
か

ら
40
代
の
男
性
８
人
と
町
職

員
４
人
で
構
成
し
、
４
月
よ

り
月
２
回
の
協
議
を
行
い
、

集
落
へ
諮
問
し
て
い
ま
す
。

②
情
報
誌
「
こ
ん
き
く
ら

ぶ
」
を
通
じ
、
移
住
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

③
女
性
の
意
見
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
川
相
地
区
の
役
員
の
方
々

と
相
談
し
て
い
く
。

　
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。

・
中
学
生
に
よ
る
司
会
進
行

・
町
内
園
児
に
よ
る
合
唱

・
増
田
寛
也
氏
の
講
演

な
ど
、
多
賀
町
ら
し
い
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

　
　
①
過
疎
化
が
進
行
し
な

い
か
。

②
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

と
相
反
す
る
の
で
は
。

③
同
一
敷
地
内
に
あ
る
小
学

校
と
連
携
を
し
、
幼
稚
園
を

存
続
で
き
な
い
か
。

④
地
元
説
明
会
で
の
内
容
は
。

意
見
・
要
望
を
ど
の
よ
う
に

反
映
す
る
の
か
。

教
育
次
長

　
　
① 

保
育
所
の
閉
園
が
、

直
接
少
子
化
・
過
疎
化
の
大

き
な
要
因
で
は
な
い
。

②
放
課
後
の
子
ど
も
の
遊
び

場
の
確
保
、
地
域
の
子
ど
も

の
交
流
の
場
と
し
て
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
。

③
小
学
校
と
の
共
同
行
事
は
、

異
年
齢
集
団
と
い
う
縦
の
繋

が
り
と
な
る
が
、
同
年
齢
の

横
の
繋
が
り
も
大
切
で
あ
る
。

同
年
齢
集
団
の
関
わ
り
か
ら

豊
か
な
幼
児
教
育
の
実
践
が

で
き
る
。

④
大
滝
地
区
の
人
口
予
測
、

幼
児
教
育
施
設
の
現
状
な
ど

と
、
子
育
て
支
援
制
度
の
概

要
や
認
定
こ
ど
も
園
を
説
明

し
、
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

集
約
し
た
上
で
、
議
会
に
報

告
し
、
あ
り
方
検
討
委
員
会

で
議
論
を
重
ね
、
施
策
に
活

か
す
。

　
　
①
認
定
こ
ど
も
園
設
置

の
要
望
が
本
当
に
あ
っ
た
の

か
。

②
降
園
時
間
が
異
な
る
た
め

職
員
、
園
児
へ
の
影
響
は
。

③
保
育
室
・
調
理
室
の
問
題

点
、
運
営
・
保
育
料
の
問
題

点
を
ど
の
よ
う
に
住
民
へ
説

明
す
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長

　
　
①
幼
稚
園
と
保
育
園
の

機
能
を
持
つ
施
設
の
充
実
を

図
る
要
望
が
あ
っ
た
。

②
県
内
の
認
定
子
ど
も
園
の

事
例
を
参
考
に
、
課
題
の
改

善
に
努
め
る
。

③
ゼ
ロ
歳
児
保
育
も
検
討
し

て
お
り
、
調
理
室
の
整
備
も

必
要
と
な
る
。

　
保
育
料
の
変
更
は
な
い
が
、

別
途
、
給
食
費
が
必
要
と
な

り
、
保
護
者
に
理
解
を
得
る
。

　
　
犬
上
川
ダ
ム
は
竣
工
後

70
年
が
経
過
し
、
地
震
・
自

然
災
害
の
危
険
性
は
。

　
ダ
ム
湖
の
堆
積
物
の
搬
出

計
画
は
。

産
業
環
境
課
長

　
　
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
、
最
も
頑
丈
な
構
造
で
問

題
は
な
い
が
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
に
よ
り
大
災
害

に
備
え
る
。

　
堆
積
物
に
つ
い
て
は
、
犬

上
川
沿
岸
土
地
改
良
区
に
お

い
て
、
基
幹
施
設
の
更
新
時

期
に
合
わ
せ
て
浚
渫
を
計
画

さ
れ
て
い
る
。

ふれあい公園までの道ふれあい公園までの道

工事中の絵馬通り工事中の絵馬通り

富 永 　 勉

質問１

高取山ふれあい公園への道路整備を
   安全最優先に努め徐々に整備する

ー町長ー

川相未来創造会議川相未来創造会議

森 　 令 三

尾 谷  忠 之

質問１

絵馬通り第１工区改良工事は
   第２工区へ改善点を活かす

ー地域整備課長ー

山 口  久 男

質問１

大滝幼稚園の統廃合は
  幼児教育にも適正規模教育は必要

ー教育次長・教育総務課長ー

問問

問問

問

問問

答答

答

答

答答

答

答

犬
上
ダ
ム

　
老
朽
化
問
題
は

質
問
２

大
滝
幼
稚
園
の

統
廃
合
の
問
題
点
は

認
定
こ
ど
も
園
の

　
　
　
問
題
点
は

歴
史
文
化
基
本
策
定

　
　
事
業
の
内
容
は

質
問
２

有効活用が待たれるＳＬ有効活用が待たれるＳＬ

質問１

川相未来創造会議は
   魅力ある地域に人々を

ー地域整備課長ー

し
ゅ
ん
せ
つ
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町 政 を 問 う町 政 を 問 う

　
　
４
月
か
ら
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
た
。

　
行
政
は
率
先
し
た
取
り
組

み
が
義
務
づ
け
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
取
り
組
み
や
体
制
整

備
は
で
き
て
い
る
の
か
。

町
長

　
　
法
律
を
受
け
「
多
賀
町

に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
対
応
要
領
」
を
作
成
す

る
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
職
員

人
権
研
修
の
テ
ー
マ
に
定
め
、

職
員
へ
の
周
知
を
図
り
、
今

後
、
体
制
整
備
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

　
　
①
子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
対
す
る
県
の
指
導
は
。

②
本
町
に
お
け
る
対
策
は
。

③
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

策
は
。

④
教
育
現
場
と
の
連
携
策
は
。

福
祉
保
健
課
長

　
　
①
子
ど
も
の
貧
困
問
題

は
親
の
生
活
困
窮
の
状
況
か

ら
波
及
し
た
問
題
で
、
一
体

的
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
県
は
各
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
し
て
い
る
。
町

も
協
力
し
、
対
応
し
て
い
る
。

②
「
要
保
護
児
童
対
策
協
議

会
実
務
者
会
議
」
で
、
児
童

の
状
況
の
情
報
共
有
化
を
図

り
、
協
議
を
実
施
し
て
い
る
。

③
児
童
扶
養
手
当
制
度
、
福

祉
医
療
費
助
成
制
度
、
民
生

委
員
に
よ
る
相
談
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
見
守
り
も
お
願
い

し
て
い
る
。

教
育
次
長

　
　
④
就
学
困
難
者
に
は
通

学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、

学
校
給
食
費
、
修
学
旅
行
費

な
ど
の
支
給
を
設
け
、
育
英

事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　
教
育
現
場
と
福
祉
関
係
者

が
密
接
に
連
携
し
、
児
童
の

健
全
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　
　
不
動
産
の
所
有
者
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、
被
相
続
人

は
早
期
に
相
続
登
記
を
す
べ

き
だ
が
、
相
続
未
登
記
が
あ

る
と
思
う
。

　
相
続
登
記
の
奨
励
策
は
。

税
務
住
民
課
長

　
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
の
住
所
、
実
態
が
不
明

瞭
で
、
課
税
徴
収
事
務
に
支

障
も
あ
り
、
相
続
登
記
を
奨

励
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
９
月
１
日
よ
り
、
死
亡
届

が
申
請
さ
れ
た
際
に
、
相
続

登
記
の
案
内
リ
ー
フ
を
配
布

す
る
な
ど
、
き
め
細
か
い
案

内
と
啓
発
を
始
め
た
。

　
　
①
地
震
対
策
で
住
民
へ

の
周
知
は
。

②
町
内
に
お
け
る
被
害
連
絡

体
制
は
。

③
熊
本
地
震
へ
派
遣
し
た
職

員
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
報
告

を
受
け
、
そ
の
経
験
を
ど
う

活
か
す
の
か
。

総
務
課
長

　
　
①
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

②
道
路
の
寸
断
等
危
険
性
の

高
い
、
上
水
谷
、
河
内
下
村
、

南
後
谷
、
大
君
ヶ
畑
、
萱
原

の
５
集
落
に
衛
星
携
帯
電
話

を
配
備
し
、
災
害
時
の
緊
急

連
絡
に
備
え
て
い
る
。

③
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
士

を
５
日
間
派
遣
し
、
被
災
後

の
宅
地
を
判
定
し
た
。

　
今
後
は
、
建
物
の
危
険
度

判
定
士
（
３
人
）
の
養
成
を

予
定
し
て
い
る
。

　
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。

・
中
学
生
に
よ
る
司
会
進
行

・
町
内
園
児
に
よ
る
合
唱

・
増
田
寛
也
氏
の
講
演

な
ど
、
多
賀
町
ら
し
い
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
近
年
の
雨
は
、
想
像
以

上
で
、
全
国
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
多
賀
区
も
以
前
は
、
太
田

川
の
掃
除
を
年
１
回
し
て
い

た
が
、
近
年
の
異
常
気
象
に

よ
り
、
２
回
の
川
掃
除
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
に

よ
り
土
砂
撤
去
が
難
し
く
な

っ
た
。

　
県
の
対
応
は
ど
う
か
。

地
域
整
備
課
長

　
　
太
田
川
を
始
め
、
他
の

河
川
に
つ
い
て
も
浚
渫
を
県

に
要
望
し
て
い
る
が
、
経
過

観
察
と
の
回
答
で
あ
る
。
今

後
、
少
し
で
も
好
転
す
る
よ

う
知
恵
を
絞
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
は
、
自

営
業
者
、
退
職
者
な
ど
約
４

割
が
加
入
し
て
い
る
。

　
国
保
会
計
の
基
金
も
、
27

年
度
末
で
10
万
円
を
切
る
状

態
で
あ
る
。

　
今
後
の
対
応
は
。

税
務
住
民
課
長

　
　
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
40
万
円
弱
で
、
県
下
１

位
で
あ
る
。
し
か
し
、
40
歳

以
上
75
歳
未
満
が
対
象
の
特

定
健
康
診
査
受
診
率
は
上
昇

し
、
県
内
２
番
目
と
高
い
。

　
今
後
、
給
付
費
の
伸
び
も

予
想
さ
れ
、
国
・
県
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か

ら
の
交
付
金
も
増
額
と
な
る
。

　
一
般
会
計
繰
入
金
や
県
の

国
民
健
康
保
険
広
域
化
等
支

援
基
金
を
活
用
す
る
。

　
　
６
月
議
会
に
続
き
大
滝

幼
稚
園
と
た
き
の
み
や
保
育

園
の
統
廃
合
に
よ
る
認
定
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
。

(１)
大
滝
幼
稚
園
の
統
廃
合
の

問
題
点
は
。

①
過
疎
化
の
進
行
へ
、
切
実

な
不
安
が
あ
る
。

②
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

と
相
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

③
幼
稚
園
の
存
続
や
定
住
化

を
図
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と

が
先
決
で
は
な
い
か
。

④
説
明
会
が
始
ま
っ
た
が
、

内
容
と
意
見
・
要
望
を
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

(２)
認
定
こ
ど
も
園
の
問
題
点

は
。

①
認
定
こ
ど
も
園
設
置
の
要

望
が
本
当
に
あ
っ
た
の
か
。

②
降
園
時
間
が
異
な
る
た
め

職
員
、
園
児
へ
の
影
響
は
。

③
設
置
上
で
の
保
育
室
・
調

理
室
の
問
題
点
、
運
営
・
保

育
料
の
問
題
点
を
ど
の
よ
う

に
住
民
へ
説
明
す
る
の
か
。

教
育
次
長

(１)
①
保
育
所
の
閉
園
が
、
直

接
少
子
化
・
過
疎
化
の
大
き

　
　
多
賀
S
A
ス
マ
ー
ト

I
C
が
出
来
る
事
に
よ
り

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
構
想
」

が
実
現
す
る
。
開
業
に
併
せ
、

間
違
い
な
く
、
来
町
さ
れ
る

お
客
様
が
増
え
る
。

　
観
光
客
が
い
か
に
長
時
間

滞
在
で
き
、
満
足
で
き
る
か

が
重
要
に
な
る
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
駅
前
周

辺
の
整
備
と
門
前
町
の
街
並

み
整
備
も
併
せ
て
計
画
す
る

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
。

企
画
課
長

　
　
駅
前
周
辺
の
再
開
発
計

画
は
、
多
賀
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
本
町
の

顔
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
づ
く

り
が
目
標
の
一
つ
に
揚
げ
て

お
り
、
ま
た
、
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
中
で
、

玄
関
口
で
あ
る
駅
前
周
辺
の

駐
車
場
を
整
備
し
、
多
賀
大

社
へ
参
拝
い
た
だ
け
る
動
線

整
備
が
必
要
と
あ
る
。

　
絵
馬
通
り
全
体
の
整
備
と

関
連
し
て
、
駅
周
辺
の
再
開

発
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
、
大
型
駐
車
場
の
整
備
も

含
め
、
道
路
網
の
整
備
な
ど

幅
広
い
検
討
を
進
め
着
実
に

事
業
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う

努
め
た
い
。

　
　
若
者
の
地
域
か
ら
の
流

出
、
高
齢
化
に
よ
り
、
現
在

の
組
織
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
、
地
域

防
災
組
織
の
あ
り
方
は
。

総
務
課
長

　
　
地
元
主
導
の
防
災
組
織

が
重
要
か
つ
不
可
欠
と
考
え

て
い
る
。
町
と
し
て
、
集
落

へ
防
災
講
演
会
の
案
内
や
防

災
訓
練
の
合
同
開
催
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
努

め
て
い
る
。

菅 森  照 雄

質問１

ー町長ー

太田川( 多賀地先）太田川( 多賀地先）

駅前周辺整備駅前周辺整備

松 居 　 亘

質問１

子どもの貧困問題は
   情報を共有し協議して対応

ー教育次長・福祉保健課長ー

質問１

駅前の再開発計画は
  都市計画マスタープランの目標の１つである

ー企画課長ー

問

問問

問問

問問

問

答答

答答

答

答答

答答
相
続
登
記
の
奨
励
は

質
問
２

地
震
対
策
は

質
問
３

地
域
防
災
組
織
は

質
問
２

質問１

太田川の土砂撤去を
   県に要望しているが、難しい

ー地域整備課長ー

川 添  武 史

竹 内 　 薫

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
会
計
は

質
問
２

じゅんしゅ

し
ゅ
ん
せ
つ

内
閣
府
Ｈ
Ｐ
よ
り
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製
剤
の
多
く
は
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
製

だ
が
、
環
境
へ
の
二
次
的
影

響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特

に
、
自
動
車
の
金
属
腐
食
、

動
植
物
へ
の
影
響
が
あ
り
、

今
年
度
か
ら
で
も
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
。

　
県
に
対
し
て
低
腐
食
剤
へ

の
変
更
を
要
望
し
て
は
。

地
域
整
備
課
長

　
　
26
年
度
散
布
量
は
町
が

19
ｔ
、
県
は
２
３
０
ｔ
で
、

年
度
に
よ
り
変
動
は
あ
る
。

　
町
で
は
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
使
用
。
低
腐
食
製
剤
の
価

格
は
約
十
倍
と
な
る
。

　
腐
食
問
題
は
、
沿
道
住
民

の
方
々
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
動
植
物
な
ど
の
自
然
界
へ

の
影
響
が
な
い
と
は
言
え
ず
、

材
質
の
変
更
や
散
布
量
に
つ

い
て
も
申
し
入
れ
る
。

　
　
冬
期
の
国
道
・
県
道
・

町
道
の
除
雪
計
画
と
変
更
を

伴
う
委
託
内
容
は
。

　
全
国
的
に
除
雪
時
の
事
故

も
多
い
事
か
ら
、
職
員
の
業

務
負
荷
、
業
者
へ
の
安
全
教

育
の
徹
底
を
。

地
域
整
備
課
長

　
　
国
道
・
県
道
は
県
が
実

施
し
、
町
道
の
幅
員
４
ｍ
以

上
は
町
が
実
施
し
て
い
る
。

　
町
道
は
、
職
員
に
よ
る
直

営
除
雪
と
工
業
会
へ
の
委
託

が
あ
る
。

　
業
者
の
減
少
か
ら
集
落
へ

は
、
車
両
を
貸
与
し
対
応
し

て
い
る
。

　
自
動
観
測
地
点
は
、
大
君

ヶ
畑
、
仏
ケ
後
、
大
岡
で
積

雪
量
10
セ
ン
チ
が
基
準
で
あ

る
。

　
作
業
員
の
安
全
教
育
を
更

に
徹
底
す
る
。

　
　
絵
馬
通
り
第
一
工
区
改

良
工
事
の
検
証
に
つ
い
て
。

①
工
期
が
大
幅
に
遅
れ
た
原

因
は
何
か
。

②
契
約
に
お
け
る
遅
延
金
支

払
い
義
務
の
有
無
、
結
果
は
。

③
工
事
期
間
内
に
お
け
る
ト

ラ
ブ
ル
は
。

④
地
域
住
民
に
対
す
る
説
明

は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

⑤
今
後
の
改
善
点
は
。

地
域
整
備
課
長

　
　
①
観
光
客
の
歩
行
者
や

通
行
車
両
が
多
く
、
各
個
店

へ
の
影
響
を
極
力
配
慮
し
た

施
工
法
を
採
用
実
施
し
た
為
。

②
受
注
者
の
責
に
帰
す
と
は

言
い
難
く
、
請
求
し
な
い
。

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ケ
ー
ブ
ル
の
切
断

と
数
件
の
ク
レ
ー
ム
有
り
。

④
説
明
会
を
実
施
し
、
１
軒

ず
つ
説
明
に
も
行
っ
た
。

⑤
工
程
管
理
の
徹
底
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
次
期
工
事
に
生
か
す
。

　
　
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
高

齢
者
の
見
守
り
、
声
か
け
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
困

り
ご
と
支
援
事
業
も
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
へ
引
き
継
が

れ
た
。
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
、
高
齢

者
福
祉
の
充
実
を
。

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
の
登
録
者
数
と
活
動
は
。

②
困
り
ご
と
支
援
事
業
を
社

　
協
が
引
き
継
い
だ
理
由
は
。

福
祉
保
健
課
長

　
　
①
27
年
度
末
で
２
３
１

　
人
。
年
々
減
少
傾
向
に
あ

　
る
。

　
　
主
な
活
動
は
、
植
木
や

　
葉
刈
り
な
ど
の
造
園
、
除

　
草
作
業
、
子
育
て
支
援
、

　
表
具
、
屋
内
清
掃
な
ど
。

②
い
ま
地
域
で
は
、
さ
さ
え

　
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
が

　
急
が
れ
て
い
る
。
困
り
ご

　
と
支
援
事
業
は
、
地
域
の

　
さ
さ
え
あ
い
の
仕
組
み
づ

　
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
で

　
あ
る
。

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
も
こ

　
の
仕
組
み
づ
く
り
に
重
点

　
を
お
い
て
い
る
の
で
、
事

　
業
を
引
き
継
い
で
い
た
だ

　
い
た
。

町
長

　
　
今
年
か
ら
福
祉
会
代
表

者
会
議
を
始
め
た
。

　
意
見
交
換
を
し
、
サ
ロ
ン

活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の

民
生
委
員
、
日
赤
奉
仕
団
の

み
な
さ
ん
と
連
携
を
強
め
、

高
齢
者
の
福
祉
向
上
を
進
め

て
い
く
。

　
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。

・
中
学
生
に
よ
る
司
会
進
行

・
町
内
園
児
に
よ
る
合
唱

・
増
田
寛
也
氏
の
講
演

な
ど
、
多
賀
町
ら
し
い
式
典

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
ダ
ム
堰
堤
下
の
県
有
湿

地
帯
で
は
、
希
少
植
物
の
調

査
が
、
獣
害
に
よ
り
遅
れ
て

い
る
。

　
26
年
度
の
調
査
結
果
と
整

備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

町
長

　
　
県
の
自
然
環
境
調
査
が

現
在
実
施
中
で
あ
る
。

　
中
間
報
告
は
提
出
さ
れ
た

が
、
後
期
分
の
報
告
を
待
っ

て
か
ら
の
対
応
と
な
る
。

　
整
備
計
画
は
、
専
門
家
を

交
え
、
県
と
協
議
す
る
。

　
　
①
中
央
公
民
館
か
ら
３

　
０
６
号
線
（
多
賀
方
面
）

　
の
歩
道
整
備
は
。

②
「
町
道
、
八
重
練
・
大
岡

　
方
面
」
の
拡
幅
改
良
は
。

③
「
大
手
橋
」
の
拡
幅
工
事

　
は
。

④
芹
川
を
活
用
し
た
「
や
す

　
ら
ぎ
の
創
生
」
の
見
解
は
。

町
長

　
　
①
道
路
管
理
者
の
県
・

　
警
察
と
協
議
を
進
め
、
早

　
期
整
備
を
要
望
す
る
。

②
中
央
公
民
館
ま
で
の
拡
幅

　
は
、
河
川
協
議
等
、
必
要

　
な
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

③
大
手
橋
橋
梁
長
寿
命
化
事

　
業
と
合
わ
せ
、
今
後
考
え

　
て
い
く
。

④
芹
川
景
観
形
成
地
区
が
国

　
道
よ
り
下
流
で
あ
る
事
か

　
ら
事
業
化
に
は
困
難
が
予

　
想
さ
れ
る
。

　
　
み
ず
べ
未
来
事
業
に
よ

　
る
河
川
の
親
水
化
が
図
れ

　
る
よ
う
県
に
要
望
す
る
。

木 下  茂 樹

質問１

融雪剤の材質変更を
   価格差はあるが県に要望

ー地域整備課長ー

北 川  久 二

質問１

住民ボランティアを支える体制を
行政、各団体、住民の連携を強化する
ー町長ー

問

問問

問 問

答

答

答

答

答

答

中
央
公
民
館
の

　
　
周
辺
整
備
は

質
問
２

町
内
の
融
雪
剤
の

　
　
　
使
用
量
は

町
行
政
の

　
　
　
関
わ
り
は

質問１

野鳥の森 県有湿地帯整備は
   整備計画を県と協議する

ー町長ー

川 岸  真 喜

県所有地の湿地帯( 一円）県所有地の湿地帯( 一円）

気軽に懇談しませんか？気軽に懇談しませんか？気軽に懇談しませんか？気軽に懇談しませんか？気軽に懇談しませんか？気軽に懇談しませんか？

困りごと支援事業困りごと支援事業

冬
期
の

　
　
除
雪
計
画
は

質
問
２
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と
こ
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再
発
見
！！

再
発
見
！！

原稿募集！！
◎
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を

　

め
ざ
し
、
取
材
や
写
真
撮
影
も
伺
い
ま
す
。

◎
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

富
山
県
議
、
富
山
市
議
の

政
務
活
動
費
問
題
は
連
日
マ

ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま

す
、
こ
と
の
始
ま
り
は
兵
庫

の
野
々
村
議
員
の
号
泣
会
見

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
事
で
議
会
の

あ
り
方
も
問
題
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

議
会
広
報
は
、
議
員
が
日

ご
ろ
何
を
し
て
い
る
の
か
を

町
民
の
皆
様
に
知
っ
て
頂
け

る
重
要
な
冊
子
で
す
。　
　

　

町
民
の
皆
様
に
「
読
ま
れ
」

「
伝
わ
る
」
べ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
、
紙
面
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

川
添　

武
史　

記

議会を傍聴して
みませんか？

議会を傍聴して
みませんか？

議会を傍聴して
みませんか？

議会を傍聴して
みませんか？

12月定例会の
日程予定

12月定例会の
日程予定

12月定例会の
日程予定

※日程は変更になる場合があります。

本会議が傍聴できます。会　期

12月 6日

12月21日
　(16日間)

〜

6日(火） 9：30～
　　議案審議

7日(水） 9：30～
　　一般質問

21日(水）13：30～
　　議案審議

Ｑ　

今
後
の
夢
は
。

Ａ　

以
前
は
営
林
署
で
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
ご
縁
が
あ
り
、
４
月
よ

り
、
大
滝
山
林
組
合
に
寄
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

仕
事
は
、
主
に
高
取
山
ふ

れ
あ
い
公
園
の
一
切
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
夢

は
、
自
然
豊
か
な
小
原
で
の

生
活
を
子
ど
も
達
と
共
に
大

い
に
楽
し
み
な
が
ら
、
次
の

世
代
に
古
き
良
き
集
落
の
伝

統
を
伝
え
る
お
手
伝
い
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

小　

原

土　

田

　
　
　
　

横
森　

元
一
さ
ん

Ｑ　

集
落
の
い
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ　

昔
な
が
ら
の
助
け
合
い

が
根
づ
い
た
村
で
す
。

　

い
い
意
味
で
、
こ
だ
わ
り

を
持
っ
た
お
年
寄
り
が
多
く
、

農
業
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
、
丁
寧
に
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
な
に
か
あ
れ
ば
い

つ
で
も
相
談
に
の
っ
て
い
た

だ
け
る
方
が
沢
山
お
ら
れ
、

心
強
い
で
す
。

Ｑ　

今
後
の
夢
は
。

Ａ　

26
年
６
月
よ
り
東
京
で

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
、

農
業
へ
と
転
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
小
松
菜
、
多
賀

ニ
ン
ジ
ン
を
主
に
栽
培
し
、

多
賀
の
保
育
園
・
小
学
校
に

も
届
け
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
ど
こ
に
も
負
け

な
い
、
お
い
し
い
お
米
の
生

産
を
メ
イ
ン
に
、
お
い
し
い

野
菜
を
つ
く
り
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
の
構
築
と
若
い
方
が

農
業
に
入
り
や
す
い
環
境
を

つ
く
り
、
共
に
手
を
取
り
合

え
る
農
業
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
　

川
村　

幸
義
さ
ん

Ｑ　

集
落
の
い
い
と
こ
ろ
は
。

Ａ　

人
の
温
か
さ
で
す
。

　

外
か
ら
来
た
私
た
ち
に
、

気
さ
く
に
声
を
か
け
て
下
さ

り
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
地
に
伝
わ
る

お
祭
り
や
行
事
な
ど
、
こ
れ

か
ら
沢
山
教
え
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
親
子
共
々
、
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

飯盛木と青竜山

川村ファミリー川村ファミリー

林業の活性化に一躍林業の活性化に一躍


	1
	2
	04p-05p
	06p-07p
	08p-09p
	10p-11p
	12p-13p
	14p-15p
	16p-17p
	18p-19p
	11

